
愛知県子ども会連絡協議会後援等名義使用承認に関する取扱要綱
（趣　旨）

第１条　この要綱は、愛知県子ども会連絡協議会（以下「本会」という。）の後援等名義の使用承認について、必要な事項を定めるものとする。
（方　針）

第２条　後援等名義を使用することができる事業は、行事等の内容が広く県民の青少年の健全育成の向上に寄与するもの又は子ども会に関する啓発に相当な効果が期待できるものとする。
（承認基準）
第３条　後援名義の使用を承認することができるものは、次のいずれかに該当するものとする。
（１）国又は地方公共団体が主催（共催）又は後援するもの
（２）報道機関又は公共的団体が主催し、行事の内容、入場料、会場等が適当であると認められるもの
（３）過去に本会名義の後援等を受け、相当の効果を挙げた実績のあるもの
（４）その他適当であると認められるもの
２　前項の規定にかかわらず、次のいずれかに該当するときは、後援等名義の使用を承認しないものとする。
（１）営利を目的とする行事であると認められるもの
（２）特定の目的をもった政治活動又は宗教活動であると認められるもの
（３）公安又は風俗を害する恐れがあるもの
（４）暴力団を利する恐れがある行事等又は暴力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者が主催する行事等であると認められるもの
（５）その他適当でないと認められるもの
（申請手続）
第４条　本会名義の後援等の承認を受けようとする者は、後援等名義使用申請書（様式１）を原則として名義使用開始の１か月前までに、提出するものとする。
（１）事業の名称、目的及び内容
（２）主催者の職、氏名及び事務局等連絡先
（３）開催日時（期間）及び場所
（４）参加対象者及び参加見込者数
（５）他の共催者及び後援者（予定者を含む。）
（６）入場料金その他参考事項
（決　定）
第５条　前条の申請について適当と認めるときは、後援等名義使用承認書（様式２）により、当該申請者に通知するものとする。
（事業内容の変更）
第６条　申請した事業内容に変更が生じたときは、速やかに報告するものとする。また、事業内容に重大な変更が生じたときは、第４条の規定に準じた文書により変更申請しなければならな
い。ただし、この場合、変更内容によっては本会名義の使用承認を取り消すことができる。
（事業の完了報告）
第７条　事業の主催者は、本会名義の後援等の承諾を受けた事業が完了したときは、直ちに事業実績報告書（様式３）を提出しなければならない。
（その他）

第８条　申請者が事実と異なる申請を行った場合には、以後の本会名義の後援等の承諾を認めないものとする。
２　この要綱に定めるもののほか、後援等名義使用承認に関して必要な事項は、別に定める。
附　則

この要綱は、令和2年4月1日から施行する。
	後援名義使用承認にあたっての留意事項

　　　　　　　                                       　　　　令和2年4月1日
後援名義使用承認の事務処理にあたっては、次の点に留意するものとする。
１　要綱第３条関係
「その他適当であると認められるもの」は、県民の青少年の健全育成の向上に寄与するもの又は子ども会の活動に相当な効果が期待できるものという観点から検討すること。
２　要綱第３条第２項関係
承認できないものに該当するかどうかは、団体等の定款、寄付行為、会則、規約等
又は役員名簿及び収支予算書などにより確認すること。
３　要綱第４条関係
申請書には、事業計画書（又は開催要綱など）及び収支予算書を添付させること。
また、必要に応じ、団体等の定款、寄付行為、会則、規約、役員名簿などを添付
させること。
４　要綱第７条関係
事業実績報告書には、収支決算書のほかチラシ、事業報告書などを添付させること。
　したがって、単なる後援名義使用承認に対する礼状の類だけでは、事業実績報告書に
該当しないこと。


様式１（第４条関係）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
愛知県子ども会連絡協議会
会　　長　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申請者〕〒
所在地
団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　 　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
後援等名義使用申請書
記
事業の名称
事業の目的及び内容
主　催　者
開催の日時（期間）

開催の場所
後援等の種類

後　援　　　・　　　共　催　　　・　　　協　賛

参加対象者及び
参加見込者数

他の共催又は
後援等依頼先
参加料・入場料
無　　　・　　　有　（　　　　　　　　　　円）
担当者連絡先
（書類送付先）
住　所　〒
氏　名　　　　　　　　　　  電　話
備　考　１　開催要項、事業の収支予算書、その他参考となる印刷物等を添付する
こと。
２　新規の場合は、上記の資料に加えて、団体の定款、規約、会則など
活動内容が分かるもの及び役員名簿を添付すること。なお、ホーム
ページで確認ができる場合は、添付を省略できる。
３　上記の内容を満たしている場合は、他の書式によることができる。


様式２（第５条関係）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　様
愛知県子ども会連絡協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　　長

後援等名義使用承認書
　　　　　年　　月　　日付け〇〇〇〇で申請のありました名義の使用については、
承認します。
なお、事業内容に変更が生じた場合は、直ちに届け出てください。
また、事業終了後は、直ちに事業実績報告書を提出してください。

記

名義の種類
後援　愛知県子ども会連絡協議会
連絡先
〇〇〇〇〇
電　話　〇〇〇〇〇


様式３（第７条関係）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
愛知県子ども会連絡協議会
会　　長　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔申請者〕〒
所在地
団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職・氏名　 　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
事業実績報告書
　　　　　　年　　月　　日付け愛子連第　　号で承認を受けた事業が終了しました
ので、下記のとおり報告します。

事　　業　　名

実　施　日　時

　　　年　　月　　日（　）　　～　　　年　　月　　日（　）

実　施　場　所

主　　催　　者

共　　催　　者

他 の 後 援 者

入　場　者　数

　　　　　　　　　名

事　業　効　果

（ 具 体 的 に ）

添　付　書　類

収支決算書・チラシ・報告書・その他（　　　　　　　）

担当者連絡先
住　所　〒
氏　名　　　　　　　　　　電話
備　考　上記の内容を満たしている場合は、他の書式によることができる。



